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資料３ 

 

● 新庁舎における配置計画の考え方について 

２０１５．１１．２７現在 

 

（１） これまでの考え方（方向性） 

 ○ 施設を機能的、効率的に活用するため、機能（役割）を分けた構成とする。（行政棟

と市民・議会棟を想定。） 

 ○ 現段階では、原則として、地下フロアは設けないことを想定し、検討を進めるもの

とする。 

 ○ 開放エリアと非解放エリアの明確な分離を図ることを想定する。 

 ○ 閉庁日、業務時間外でも市民開放が可能となるように配慮する。 

 ○ セキュリティ区分を明確にし、セキュリティの強化を図ることを検討する。 

 ○ 災害発生時に、災害対策の拠点と災害支援拠点を明確に分離することを検討する。 

 ○ 建物の高さ（階層）により、構造形式を分け、柔軟に対応する。 

○ 階層については、駐車場、緑地の面積を鑑みながら、なるべく低階層に抑えられる

ように検討を進める。 
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（２） 低階層に抑えることで考えられるメリット（想定） 

 ◆ 工期の短縮が見込まれる。 

  ⇒ 事業費の抑制が見込まれる。 

 ◆ 近隣高さ２５m規制への配慮が可能となる。 

  ⇒ 那須塩原のシンボルとしての景観となる。 

 ◆ 周辺まちづくりとの連携が、より図りやすくなる。 

 ◆ 市の特徴でもある冬場の那須おろしから、より守られた配置計画が可能となる。 

 ◆ ワンフロアの面積を広く確保するため、柔軟性が高くなる。 

⇒ １階フロアの面積を広く取ることも可能となる。 
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舎
） 

本庁舎を訪れた多くの来庁者は、 

○ 証明書発行、申請（届出）及び相談の目的で、 

○ 1 階のフロアにある窓口に、 

○ 職員に目的の窓口を聞いた上で、 

訪問していると推測される。 

資料：「窓口サービス向上に係る行動計画」 
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（３） 低層にすることで考えられる懸案事項 

◆ 駐車場面積（台数）が確保しにくい。 

 

（４） これまでのシミュレーション（一例） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）窓口の配置パターンの想定 
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（６）現段階における今後の方向性 

 ◆ 建物の階数については、低層構成を基本とし、検討を進めるものとするが、最終

的には、総合的に勘案し、機能性や効率性を維持した上で決定する。 

 ◆ 必要な機能をより明確にし、コストの抑制を図ることを検討する。 

  ⇒ 既存本庁舎を有効に活用した保存文書の保管など 

 ◆ ワンストップの考え方については、次の内容を基本として、より精査するものと

する。 

  ・ 主な申請、届出に関する窓口の集約 

  ・ 主な証明書の受付、発行に関する窓口の集約 

  ・ 業務に関連が深い部署を１つのフロアに集約 

 ◆ これまでの検討経過、意見を十分に尊重し、検討を進める。 

 ◆ 駐車場は、基本構想で示した来庁者駐車場、公用車駐車場、議員駐車場を可能な

限り、敷地内に確保できるように検討する。 

 

 

 


